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のであり（清水前掲 1992 年 2 頁）、この原理自体は「ほかに適当なものがないか
ら一応使わせてもらう」といった認識に基づくものであった（清水誠先生を囲む















































































































































































2011年 1月 30日、布川事件の冤罪確定（2011年 5 月 24日）を前にこの世を去る 
 
書評 
 
68 
こととなった。その後日本は東日本大震災とそれに誘発された原発事故に見舞わ
れ、また政治においては集団的自衛権が閣議決定による憲法解釈の変更により行
使容認へ舵を切るという立憲主義崩壊の端緒ともいえる事態が生じている。環境
問題そして自衛隊の海外展開など平和問題においても発言してきた清水が存命で
あれば、どのようなメッセージを遺しただろうか。清水はかつて、日本の現実は
「《自由・平等・友愛》にも《平和・民主・人権》にも遠く及ばない惨めな状態に
満ち満ちており」、「道徳貧国」としての「その醜さには目を覆いたくなるものが
ある」と述べているが（清水前掲 1997年 319頁）、晩年にも「市民法の劣化」を
危惧し続けていた。そして私たちは今、この「劣化」の只中にいるのだ。 
 
 
 
 
 
 
